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要旨（和文 2000 字程度）	
 
Thesis Summary （approx.2000 Japanese Characters ） 

本論文は「皇居宮殿の設計経緯に関する研究」と題し、以下の 5章により構成されている。 

	
 第 1 章「序論」では、従来の研究、研究の範囲と方法、資料について述べ、本論の位置づけと意義を明確にし

ている。具体的には、1968（昭和 43）年に竣工した皇居宮殿の設計経緯について、宮内庁書陵部所蔵の『皇居造

営録』を主に用いてその設計体制や検討内容、およびそこでの議論や計画案の変遷を検討し、設計の各段階にお

いて戦後の民主主義社会にふさわしい宮殿のあり方がどのように考えられたか、また、それが具体的な設計内容

としてどのように表現されたかを明らかにするのが目的であることを述べている。 

	
 第 2 章「宮内庁試案の意図」では、造営計画の閣議決定に先立ち宮内庁が作成した試案について、その策定過

程と内容の検討を通して、宮内庁の構想では民主主義への転換に伴い国家の象徴に位置づけられた天皇にふさわ

しい儀礼形式や意匠表現がどのように考えられていたかを考察している。その結果、試案は庁内部の協議会で合

意を重ねる形で検討されたこと、その過程では規模や様式といった基本的な設計条件から具体的な設計内容に至

るまで詳細に検討され、そこでは一貫して国民に開かれた民主的な儀式を前提とした儀礼空間の大規模化とその

外観における勾配屋根を用いた伝統的な和風表現が構想されていたこと、そして最終案では、平面構成において

正殿前方の回廊と車寄せを左右対称に配置して記念性を保ちつつ、大規模な儀礼に用いる主要建物は中庭を囲む

ように合理的に配置するとともに、外観はその威圧感を抑えるために瓦屋根の勾配が緩めに設定されたことを明

らかにしている。 

	
 第 3 章「実施案に反映された高尾亮一と吉村順三の設計思想」では、試案完成後の設計経緯について、実施案

の設計内容が試案から大幅に変更された経緯の検討を通して、宮内庁の造営主幹として竣工まで造営組織を率い

た高尾亮一と新たに設計者に指名され基本設計を担当した建築家・吉村順三が「民主的な宮殿」のあり方をどの

ように捉え、またその設計思想をどのように設計内容に反映させたかを考察している。その結果、試案の外観を

威圧的と捉えていた高尾は、政府の審議会からの意見を踏まえて建築家で構成する有識者会合「皇居造営専門家

会合」を開催し、その意向を踏まえる形で民間建築家である吉村を設計者に選定し、設計変更に際して「国民に

親しまれる」という方針を全面的に打ち出したこと、そして設計者である吉村はその方針に基づき、また自らの

設計思想も反映させて、造形を誇張しない軽快な意匠や現代的な感覚に基づいた伝統表現、周辺環境との調和を

構想し、一般参賀が実施可能な広い前庭、広大な南庭への眺望を有する儀礼空間、技術開発を導入した軽快な屋

根による和風外観などの特徴を基本設計において具体化したことを明らかにしている。 

	
 第 4章「皇居宮殿の設計経緯にみる戦後の宮殿としての特徴」では、第 2章、第 3章で明らかにした内容を踏

まえ、皇居宮殿の設計経緯に見られた特徴とその意義について、戦後日本の民主主義社会との関係から考察して

いる。その結果、設計体制については、試案の策定過程では基本項目から具体的な設計内容にいたるまで庁内の

協議会で頻繁に検討され、また閣議決定後は政府の審議会や建築家からの意見聴取のために設けた有識者会合「皇



居造営専門家会合」を開催して宮内庁外部の意見聴取を行うなど、幅広い意見を取り入れる姿勢が示されたこと

を述べるとともに、設計内容については、建築家が要求した「明るく現代的な表現」や戦後に定着していた一般

参賀の宮殿前庭での実施といった試案にはなかった設計条件を宮内庁が取り入れたことで、試案からの一貫した

設計主題であった「国民との親和性の表現」が宮殿前庭という形で実施案において具体化したことを明らかにし

ている。 

	
 第 5章「結論」では、各章で得られた結果を総括し、本論文の結論を導いている。 

	
 以上、要するに、本論文は、皇居宮殿の設計に関わった多様な主体の役割と戦後の宮殿に対する見方を明らか

にするとともに、設計過程において天皇とともに国民を設計の主題として強く意識したことで、儀式の大規模化

や前庭での一般参賀といった、戦前の明治宮殿とは異なる戦後の宮殿としての特徴が構想され実現したことを明

らかにしたものである。 

	
 	
 

備考：論文要旨は、和文 2000 字と英文 300 語を 1部ずつ提出するか、もしくは英文 800 語を 1部提出してください。	
 

Note : Thesis Summary should be submitted in either a copy of  2000 Japanese Characters and 300 Words (Engｌish) or 1copy of 800 

Words (English). 
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Attention: Thesis Summary will be published on Tokyo Tech Research Repository  Website (T2R2). 
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要旨（英文 300 語程度）	
 
Thesis Summary （approx.300 English Words ） 

 
The Imperial Palace, served for the ceremonies and official affairs of the Emperor and Empress, was 
completed in 1968 in the Nishinomaru area. The purpose of this thesis is to analyze the development of 
organizational frameworks and transition of design content by using official documents of Imperial 
Household Agency, showing how the palace had been thought in postwar democratic state and the way it was 
reflected in the design. 
 
As an initial stage of the project of Imperial Palace the draft plan was made by IHA before the project was 
approved by the cabinet. In the design process, large ceremony space was made for a democratic ceremony 
open to the people and the building appearance with sloping roof were consistently designed to represent 
Japanese national tradition. 
  
After that, implemented design was made based on concept of Ryoichi Takao, who has led this project after 
the cabinet's approval, and Junzo Yoshimura, who was worked out the basic design. After Takao announced a 
policy stated the place should be familiar to the public, based on which, Yoshimura reflected his own design 
philosophy, embodied the large forecourt for the general palace visit, ceremony space faced to the spacious 
south garden, and a Japanese-style appearance with a light roof enabled by technology development. 
 
Through the project, IHA showed an attitude of accepting various opinions by holding a panel of experts to 
hear the views of architects after the draft was completed. Since the IHA adopted design conditions not found 
in the draft plan, such as "a bright modern design" demanded by the architects and the general palace visit in 
the frontcourt, which had been an annual event after the war, "Affinity with the public" the consistent design 
theme, was incorporated into the implemented version as the large frontcourt. 
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